
みどりの丘保育所 R５.１.３１

2 歳児 岩本・江見

「つるつるする！」

育っている姿（自然に触れ、自分の感じたことを伝える。）

育っている姿

1月

№２
ばら１くみ つうしん

プールの水が凍っていた日、子ども達が興味をもつのではないかと氷ができるようにゼリーカップ

に水を入れて用意しておきました。翌朝、部屋のウッドデッキに置いていたカップを子ども達が見つけ、

「せんせい、これなに？」と言ってみんなが集まってきました。「見てみる？」と尋ねると、「みる！」と

ワクワクの子ども達。ウッドデッキに出てカップを覗き込んでみると氷ができていました。「氷ができて

いるよ。」と知らせると、「みせて！」と保育者の周りに集まり、指を入れ「つめたい！」「つるつるす

る！」と嬉しそうに触っていました。保育者がカップから氷を出してみると、星の形になっていたので

「ほし！」と嬉しそうに持っていると冷たすぎてカップに戻したり、滑って落として割れてしまったりと

感触や落ちて割れた時には、「パリッとわれちゃうね！」と気づいたことを話す姿や隣の部屋のゆり組

さんに「みて、こおり。」と見せに行き発見や喜びを色々な人に伝えて楽しい時間を過ごしました。寒い

中、氷を触り部屋の中に入ってきた子ども達は「へや、あったかい！」と温度差も感じている姿がみら

れていました。

つるつるする！

つめたいね！

みてみて！

こおり！


